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程などと関わ りながら,それ らの街区は現在なお質的相は じ め に
違を保持 し,個別的で魅力的な町並みを見せてい る。
我々の身近かにある都市はいずれ も,時間 と共に生長 当研究の対象である近江 ・水口もそれぞれ固有な空間
し変容の上に成 り立ってい る。それは時代の多様な要請 構成の原理によって形成された城下町 と宿場町 とい う,
に規定 され,変 容 と拡大を繰 り返 してきた全体的な集積 相互に異質な二つの街区によって構成 されている。
として捉えることができる・ 他方,現代都市の今日的課題の一つに,都 市及び街区
そのことは,都 市の構成単位である住居の形成か ら,の 個別牲 と魅力的な固有性の欠如があげ られる。ことば
敷地内の配列・街区の形成・その集合である都市形成ま を変えれば,現代社会の多様な価値観や生活様式に対応
で様々な次元をとってもあてはまる。 し得る地域の居住性の質的なちがいが求められているこ
ところで・都市を考えるにあたって,全体 とい うもの とになる。この質的相違を示す環境要素の一つ としての
が実体 として把握できるかは ともか く,都市を構成する 暁界は,都市の構成単位から全域 まで,そ れぞれの段階
要素間・あるいは多様な形態をとる空間相互には,何 ら に於いて都市の構造や空間構成 と深 く係 わ り,非 日常
かの調和的な関係性があると想定し,そ の相互の関係性 的,両義的,周 縁的,聖 とい う一連の属性によって,個
がどの ように組立てられているかを考え,そ の観点から 別性 と魅力的な固有性を有す る多様なかたちをそれぞれ
都市の考察を行な う必要があると考えている。 の場所に開示している。
た と}xぽ・ 日本の歴史的都市はその内部に質的相違を さて現代の都市は,総 人 口の80%以上を収容する高密
もつ複数の街区を有することが多い。我々の調査におい 度社会であ り,大量生産 と大量の情報によって支えられ
て も,「 ハ マ ・オ'カ」(香 川 県引田町),「ウチマチ ・ト た規 格社会 で もあ る。一方,こ の物 質社会におい ては生
マチ」(秋 田県角館町),「シタマチ ・ヤ マテ」(東 京 活環境1の均一化,等質化が避けられず,住居単位の個別性
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ところで.人 間は独 りでは生きられないか ら多様な集 明治大学建築意匠研究室によって 昭和59年7月から翌3
団を創 って生活の活性化を維持して来た。その集団は夫 月にかけて行なわれた。同調査は空間構成把握 として,
々の質的相違に対応 して一定の規模と固有な境堺 を持つ 構成単位である町家の平面,立面,断 面,建 物 の配置,
こ とによって集団の領域を形成す る。現代の均一的社会 街路パターンと道路断面などの実測 と図面化。境堺諸相
においても.この境界は個別性の少ない住環境や社会の として,神 社,寺 院, 町境, 辻お よび広場,六 地蔵や墓
均一化 と等質化に対抗 し,個別的で固有な魅力ある生活 所など周縁地域の実測 と図面化,社会組織,祭 礼お よび
を獲得 し得 る力をもつものと考えている。それは集団の 年中行事などの民俗調査も併せて行なっている。
固有性,独 自性が境界に係わる儀礼行為によって最:も顕 尚,当 研究は60年度の国内研究の一部をなし, 60年8
在化するか らであ り,この状況が景観 として表面化して 月補足調査が行なわれた。
いるのが,境 の空間にあたる坂や辻,橋 の周辺にまつら
れる小祠や産土神 としてまつられる町の鎮守社,領 域の 1.水 口の概観
周縁に位置する寺院などの配置である。 水n町 の位置する甲賀郡は,地形上は東の鈴鹿山地と
当研究は,歴 史的な都市構造と境界 との関係性に,今 南の信楽山地,さ らにその狭間水口丘陵の三つに大 きく
日なお良 く原型を留めている近江水口を対象に,都市の 分かれる。鈴鹿山地を源 とする野州川 とそ の 支流杣川
魅力的な空間構成の仕組みを明かにし,同時にそれらの は,そ の流域沿に甲賀郡最大の平野を形成 し,この二つ
空間形成に深く関与する境界諸相の役割についての解析 の川の合流域に発達した集落が水口である。
を試 み る。 古代の水 口は,倭 姫斎宮群行"や例幣使zの 宿泊地 と
本論の 目的に沿って,まず水 口の背景として近江 ・甲 して 『延書式』にある甲賀駅, 甲賀頓宮の跡地であると
賀の文化 と風土の特質を抽出し,次 に水 口の段階的な都 比定されてい る。
市領域の発展過程 と史的変遷の相関を求め,さ らに社会 水回の固有性は,中世城郭集落から戦国期近世城下町
組織の主要な役割を担う町組とその町並空間の基本的構 へ と変遷 し,さ らに近 世, 交通通信のター ミナル拠点 と
成原理 との関係性を求める。最後に構成単位である町家 しての宿場機能を付加 され, 天正期に形成された面的な
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構造的には宿場町 と城下町 という二つの異なる機能を併 現われ とされる古代 「畿内」の制,及 び鈴鹿,不 破,意
存 させていることに特徴がある。 発の三関 とかかおbて, 古代に於ける政治的中心地 「畿
町並みは背後の大岡山(古城山) と野洲川に狭 まれ, 内」の外に位置づけされた国である。
東西に集落を貫通する東海道を基軸に紡錘形の三筋町を 伊勢神宮 との関係でいえぽ,甲賀郡はr神 道五部書,
形成す る宿場町地区と,水 日域を中心骸に武家屋敷 ・町 倭姫命世紀』に記されているようにこの地域 と深い関係
人町で構成される城下町地区によって形成 されている。 があ り,斎 宮 群行,奉 幣使, 例幣使の往還する伊勢大路
尚.水 口が町 場 として成立 して くるのは, 鎌倉から室 に面 していることなどを背景に して,現 水口柏木神社付
町時代であ り,戦国時代から江戸初期にかけてその領域 近に比定される神宮領柏木御厨が形成されたものと考察
は拡大発展する。 され る。
現代の集住規模ほ,広域人 口 :27,188人 。 戸数 :6,761甲 賀の有力土豪山中氏 につい て, r山中文書』には,
戸 。 旧 市 街 地 人 口=・2,200人。 戸数1 572戸 。組数:9 建久5年(1194)鈴鹿山盗賊追捕の任を帯びたことが記
組,組 平均戸数;64戸 とな る。 さ れ て い て4:,以後柏木御厨の代官山中氏の世襲とな
2.背 景 と しての近江 ・甲賀の文化と風土
り, この地理的関係に依 って山中氏が柏木御厨の保司職
にも任じられる。つまり御厨の年貢を神宮へ運送する為
水 日はその発生から近世初期の完成まで一貫 して,束 には,追 捕使山中氏 と結ぶ必要があったと推定 され,交
海道をその存立の基底条件 と位置づけ,'歴史的変遷をく 通の要衝鈴鹿酵を押さえた山中眠きよ水口以東の甲賀の中
りかえしながら重層的に展開形成された都市である。 心地を領有す る。
したが って,畿 内を始め, 近 江, 甲賀 とい う広域的な ところで中世の畿内は,鎌倉末期より農村内部に自治
周辺 環境1に規定 さ才しる部分・が多 く,当項は,水 口の背景 的な共同住組織が起こり57,それはまず惣荘 という形で





れ,こ のことが交通の要衝 と併さって,都 市的集落の祖 1521)の宿 場描+(一61-'などか ら15～16世紀の水 口は伊 勢参
形 とされる有力市場の成立や後の近江商人の発生につな 宮の宿駅 として,あ るいは甲賀郡の中心的町場 として発
がってい く。 達 してきたことを示 している。
ところで,水 口の地名や由来にはい くつ か の説が有 他力町場形成に関わるもの として水 口大岡寺門前のに
り,そのなかでも氏神水 口神社の祭神,水 回宿禰主神説 ぎわいが上げられる。大岡寺は中世すでに石部常楽寺,
が有力とされている。 長寿寺,岩 根善水寺 と共に,こ の地方 の 名寺 と して聞
もとより社伝の神統譜は神話伝承の所産であって,こ x,人 々の信仰を集めていたことは,鴨 長明が貞応2年
れを歴史的事実に比定すべ くもないが,水 口神は延喜式 この寺で調髪入道した一事に も窺われる。また当時の霊
神名帳の甲賀郡六所八座の神の筆頭に挙げ られ,残 り五 所の習い として寺内は常に多勢の道者が参篭 し,門前は
社は,川 田 ・川枯 ・飯 道 ・矢川 ・石 部鹿塩上社 とな り, 結縁を求めて講や法会に老若男女が集まるにぎやかな町
国史現在社 として油 日神社(古 名を河枯神社)が ある。 場を形成していたと想定されよ う。
これら式内社の神々は,古 代豪族の祖神であったものが 柏木御厨時代の水 口付近は,西 に建久年間鶴岡八幡:宮
多いのだ が,注 目され るのは,水rl神 ・川精 神 ・矢川神 を合杞した若宮八幡宮を核とする柏木御厨の柏 木本 郷
などの祭神の名が示す如 く,本来は水の神であ り川の神 と,東は大岡寺門前町に,東 海道宿駅機能をもつ水 口宿
であった と考えられ,水 口と深い関係をもつ隣村北内貴 が併設され,さ らに足子商人に よる市立が加わ って町場
の川 田神社(式 内社)も 川の神 と同時に田の神の性格を が形成され,こ の二つの集住地区は御厨古道によって西
もその神名に示している。 東に連結 されていたのであろう。
さらに,こ の地:方は山 ノ神信 仰が強 く,今 日に於 いて 尚,こ の町場地区について,旅 篭町河合 家 に 伝 わる
も 「おこない」7/と称 される正月儀礼が盛大に行なわれ r聞書』には,「 水 日天正以前之事」として 「天正12年
てい る。山 ノ神は農耕 と関わ り,春,山 か ら降 りて田 ノ の頃までは東村 ・中村 ・西村を分けて,天 王石橋より大
神 とな り,秋,ふ たたび山へ帰 る去来神の性格をもつ。 岡寺古屋敷の下 までを水ロー郷 として諸社の行ない,祭
それ故,こ の信仰のかたちは,自 然神道における山宮 ・ 礼,雨 乞等々事右ニケ村を根元 として勤める故今におい
里宮 ・田宮の構造に あた り,社 殿 神道では奥社 ・:神社 ・ て相伝わる」と記されている。この 『聞書』の記述によ
御旅所 となるのだが,水 口を始め周辺の有力な集落は, れぽ,行 政的には,水[郷 は石橋を結接点に,柏 木,美
IIIと田を結ぶ軸線を基軸 として定着農耕集落の領域を画 濃部郷 と接 し,その内部は三つの村に区画 されていた こ




水口は都市構造とその領域の変遷を大 きく分けて6回 羽柴秀吉 に よって崩壊 し,天 正i3年(158)に は甲賀 ・
行なっている。当項は以下の各時代に於ける道路形態, 蒲生両部6万石の戦国大名中村一氏の居城が大岡山(現
土地利用形態,社会及び信仰形態と境界諸相の変遷を中 古城山)に 築かれる。(近 江興地志略)
心に、領域の基本構成を明かにする。 中井家所蔵 の古園(岡lll城下 図,.年代 不明)に 示.され
3。1先行条件としての市立と門前の町場 た岡山城は野州川 と山川の合流点に位置する孤立丘(古
水口の町場形成に関わ る記録 として,『 今堀 日吉神社 城山)頂 上部に,.三層の本丸を中心 とする四つの郭 より
文書』があ り,鈴鹿関前に20人の足子商人の定住が記 さ 成 り立ち,山 下は伊賀街道沿いの西館に上屋敷,そ の北
れている。足子商人 とは,貨物の運搬 と小売商 とを兼ね 側に中屋敷,南 麓に下屋敷を置き,そ の南外,野 州川湿
た この時代 の小商人 であ りて,八 風 ・,鮎河 ・鈴鹿 などの 地 との狭間に紡錘形三筋の道路形をもつ町並みが形成 さ
峠を越えて北伊勢:方面と通商 していた山越商人である。 れ てい る。
彼等は,木 綿,海 産物 ・油,塩,陶 器など様 々な品をた 侍屋敷地区と町叡地区は内堀によって士庶分離を明確
ず さえ,日野市を始め各地の市座や都で商いを行ない, に示 し,城下全域は外堀によって防護す る計画である。
水口市桝(山 中文書)の 名からも推測 されるように,水 城下の主要 な出入1.1はニケ所 あり東の江戸 口は野州川
,口郷にも水 口市が市立されていたとあるからう・山越商人 自然堤防上を通る東海道が外堀 と交わる地点,大 岡Illか
に よって水 口郷にも,よ うや く人々の集住す る町場の形 ら移設された大岡寺東坊のあたりで,現 在の円福寺脇が
成が な された と思 われ,るo. 江戸 ロであるb.西の京 「1.は内堀,真 渡川が町はずれで南'
さらに,r花 営三代記』応永29年(1422)の将軍足利 に折れ曲が り,三筋の街路が一本に集束する地点で往還
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図4岡 山 城 下 時 代
この戦国期の城下町の特質は,系譜的には武家集住地 海道伝馬宿駅に指定9:され,36疋で2,160坪の地子免を
区と商工集住地区 とが,ま だ空間的にも機能的にも不規 有する宿場町 となる。現在の水rの 特徴ある街路形態が
別な形で併存してお り,それぞれ異質な性格を有す る二 できたのは,岡山城築城の天正13年頃 と推定 されるが∴
つの地域が都市的発展度に於いて,バ ランスよく位置づ 水日の基底的な条件 として,又その後の町の基本的性格
けされていないことにある。つまり武家集住地区:が給人 を画定 させたのは, この宿駅指定である。
知行制ゆえに農村的挫格をまだ色濃 く残 し,街区の衆観 水ri}よ幕府 の枢要 の地 として,鈴 鹿峠へ の街道筋 をAO
も武家屋敷群の疎集 という形態にとどまってい るのに対 さえると同時 に, 京都への軍事的要衝 として位置づけら
して,商 工集住地区では,相対的に近世化が進み,街 区 れ ・大名級の代官支配が 天和2年(1682)カil藤氏人封 ま
形態も格子状パターンを形成す る程発達 していたと推測 で続 く。この徳川初期の水口の位置ずけは,豊距氏が滅
され る。 亡する元和元年頃まで,善所 ・亀山などと共に,将軍上
当時の水[は ・伝統的な 「四神相応」の立地 と同時に 洛時の宿泊所, 水口御殿が数回におたって建てられ,さ
軍事優先の戦国期城下から・領国経営を重視する近世城 らに寛永i年 (1634),二条城 と同じ く将軍の御番城水
下への過渡的位貴にあ り,東海道 と伊賀 ・日野街道の交 口減が石橋の南側に築かれたことによっても理解 されよ
点 とい う交通の要衝と野洲川水運を結合させるとい う恵 う。
まれた交易立地を利用 しての城下建設である。 水口が歴史上最も栄えたのは,こ の慶長から寛永の中
3.3都市発展の基底としての宿駅の形成 頃 までであるが, この時期は水口の基本構造の形成期と
慶長5年(且600)9.月豊臣方 の岡山城が落城,直 ちに 一・致す る。
璽
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図5 幕 府 直 轄 時 代
が,東 海道宿駅指定により宿場機能を第一 とす る町家地 路,駅 制の整備 と元和元年(1615)の武家諸法度による
区 とな り,その東西部に水[御 殿を中心 とす る武家屋敷 参勤交替の義務づけなど幕府体制の整備,完成期ど 教




る。 この頃の町家地区は,東 は円福寺の門前を江戸μ, 設するのだが,前代の宿場機能を中心 とする町場の完成
西は石橋を京口といい,江 戸ロは嵯峨,辻 石へ, 京口は 度が高い為に,地 形的条件 と共にこの先行組織に規定 さ
天王町か らまっすぐ西へつづき,そ のあたりは人家が所 れ,そ の後の形成発展の方向を決 め られ た と推定 され
々に存在するような疎集状態であったらしい。 るD
慶長7年 分検地帳による町壷みは,つつ ら町, 東町,3.4 城下町と宿場町の異質的併存
くや し町,新 町,中 町,伝 馬町,西 町, 旅篭町, と あ 天和2年 (168)加藤明友の入封によって,水 口は蘇
り,さらに同7年 の検地帳様式の屋敷だけを記 した古帳 府 直轄 地か ら,明 治4年 の廃藩 まで水[藩 領25,000石の
には,つ つ ら町 ・御 池町 ・や なぎ町 ・えびす町 ・伴町 ・ 政治,経 済の中心都市 として位置づけられている。
いせや町 ・歯す じ ・中町 ・西町 ・みのべ ・天王町 ・大原 水riは,水[城 を核拠点に,武家屋敷鞄区 と御用商人
町 ・ゆや町 ・よこ町 ・ぬ しや町 ・坂町 。天 神町 ・北町 ・ の集住地区か ら成 る城下町 と,代官支配時代にすでに完
本や町などの町名が記 され,水 口の町場形成はこの段階 成をみた東海道宿駅を中心機能 とする町人集住地区,宿
でほぼ完成 している。上記の町名を水口宿絵図 (江戸後 場町 という購成原理の異なる二つの部分によって形成 さ
期)の それ と比べ ると,三 筋 の中央, 東海道征還に記さ れ,そ れ らは東海道を中心軸 として構造化されている。
れてい る町名は全て,南,北 画裏筋の半数は町名一致を 城下町部分は,宿場町に隣接する美濃部,天 神,天 王
みせていることによって,町場の完成は慶長7年 頃 と理 の各村の一部を 「御用地」 として召 し上げ,藩 主居住 の
解 され る。 水目藩邸を築き,その北側に武家歴数群を配置させ,同
「慶長初年迄,伊 勢路往来之外, 通行稀成 る駅場 に 時に東海道筋もそれまで真す ぐに西へ通 っていたのが,
て」と古記録に示 された町並みは,寛永1`年(1635)に 藩邸門前を避けて北町から天神町を通 って小坂町へ と迂
は,慶 長以来36疋であった伝馬役が100人100疋の継立 と 回す る ことにな る。
な り,作坂町 ・旅篭町を東伝馬,天 王町 ・河内町 ・北町 城下町の町家地区は,新 たに,開発 された北町,天 神
を新 しく西伝馬とする両伝馬制をとるほど隆盛を誇る。 田L小 坂 町 よ り成 り,主に御用商人の集住地区である。
平町に人足会所を建て, 「家数九'百余軒建続 く」10,と この地区は東海道が武家屋敷地区との境界線 とな り,従
いう町並みは,西 に2軒,東 に1軒の本陣 ・脇本陣を建 って小坂町は片側町を形成 し,近年 まで現存 した百軒長
て,旅boo軒 を超える繁栄をみせ る。 屋(下 級武士の集住地区)と 相対している。
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図7現 代 の 水 口
京口は,石橋か ら小坂町 と若宮八幡参道口の中間 に移 さ 口石橋駅が町の中心核 となる。現代の町並みは三筋街の
れ,東 の江戸1一]もこの時期に片町の先に置かれた と推定 中央平町か らえびす町まで,ア ーケードのある商店街を
され る。 形成し,古城山麓の国道から大岡寺参道に入 る唯一のバ
代官支配時代の江戸口に置かれ た大岡寺は享保元年 ス停が, 商店街を挟んでいま一方の拠点 として賑わいを
(直刀6)に旧地古城山麓iこ復活が証可 されるが,江戸 口 みせ てい る。
の移設はこの時期の町並整備と連動 して の こ とであ ろ 町並みの基本的な空間を構成する,道路形,敷 地割形
う 。 状等の土地利用形態,寺 社,祠 などの信仰形態及び古城
ところで,寛 永12年頃の水 口宿は, 伝馬100疋を擁し 山, 野洲川などの自然環境は江戸時代 とほとんど変わら
東西両伝馬制をとり,家数900余,
,
旅篭100軒を超zる ほ ず, 歴史的環境の保存度が極めて高い。
どの隆盛を誇ったが,天和2年 加藤氏の入封時には伝馬
45疋とな り,貞 享3年(1686)北 町大火 を起因 として西 4, 町並みの空間構成
伝馬 の廃止,延 宝 年間(1670)町2i町700余 軒,旅 宿 水[宿 の都市的特徴は,中 世城郭集落か ら戦国期,近
30余戸 と衰退 し,以後明治4年(且87Dの廃藩に至るま 世城下町へ と変遷 し,さ らに近世交通,通 信のター ミナ
で定量的には変化の少ない経過をたどる。 ル拠点 としての宿場機能を付加 された集落の積層性の高
近代の水口は明治27年8月町制施行により水口町 ζ改 さに最もよく示されている。当項は,こ れら伝統的要素
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表 一1 町組の構成 一 冒 一 買 置「 「 一一 一 τ　







(計21町) 南北に縦断す る小路によって切 り取 られた 「町内」
の空
一 間単位へと細分化 されてい く。 この道を中心 とした 「町
旅篭町組(旅篭町)
冒一 π 」
作坂町,松 原町, 片町3町 内」が,規 則性を持ちながら展開してい くとい う構成手
葛篭町組(蔦 篭町)
大池町組(大 池町)








夷 町 組(夷 町) 呉服町,魚 屋町,鍵町3町 ところで,
これ らの町 は3～4ご と に1つ の 「町組 」
平 町 組(平 町) 西町,塗 師町屋, 米継町J町 を作 り,そ の 中心 とな る町 を 「頭組町」, そ の他の町を
天王町組(天 王町) 河内町,北 町 2町
天神町組(天 神町) 小坂町,心 光寺門前町 2町 ギ 、、 、、 、
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を挟んで両側の家雌みが作り出す帯状の空間は, さらに 町組の中心 ・山車蔵
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(52)
水r:の空間構成と境界諸相
「組内町」 と呼び自治的で自律的な1単位をなし,水1=]短 冊型の敷地割 りを持つ単位の並列によって極めて強い
全体 としては9組 の 「町組」による構成である。注 目さ 均一性 と規則性を示して い る。 これはr宿 因軒別書上
れるのは三筋町に於いて,そ の経済的基盤のより強い往 帳』に於いても商家のランク付け と各戸の間口間数には
還沿いの 「頭組町」を芯にして南北裏筋の 「組内町」が 関係性が認められないことによっても明かである。
ワソユニットとして講成されていることである。 この町 尚,『宿内野別書.L帳』に示さ才tる上中下の格付分布
裏を接する形での集合形態は,日常生活上の利便性 より のうち,上 中に位す躍る町家数と南 ・北裏筋及び往還の
は,む しろ祭礼や行政に対応する社会組織としての自治1町 家数の割合は,南 裏筋19(4/上・15/中)106戸・18
的な町 と町組の性格を示・し,同時に往還を中心に宿経済%,北 裏筋5(5/中)132戸・4%,盆還筋73(23/上・
を担 う商家 ・旅篭と,それを裏から支える百姓 ・職人と50/中)229戸 ・32%,城下町家地区32(垂2/上・20/中)
い う経済構造を色濃 く反映した近世水1」固有のゾーニン112戸 ・25%となる。町並の総戸数は579戸,上中の割合
グと見ることが出来よう。 は129(39/上・go/中)22%となる。
4.2均一性の強度の違いによる中心と周縁'上 記の数値は,往還沿いに上rトに格付けされた町家の
江戸後期の 『町並絵図』による町並みの平面構成は,際 立った集中を示し,百姓 と記された218戸,37%の多
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図10拠 点 の 構 成
くは, 北裏筋 と城下町屋の西端小坂町に分布する。南裏 の並置によって極めて均…性の高い集住 形態 を みせ る
筋の中央部は職人の集住地区 となり,その東は.出口近 く が, 5つの高密な店舗分布を示す往還と南,北 裏筋及び
には商家の集中がみえる。 宿端 との間 に, 中心 と周縁,相 互補完及び表一裏の関係
ところ で,東 海道往還 筋は, 間口のほぼ均一な店舗の 性が認められる。
連なる町場であるが,そ の内部には社会組織や景観構成 この空間構成にみられる基本的な手法は,制 度的,身
に於いて上に格付けされた町家の集中をみせ,均 一性の 分階層的秩序による中心 と周縁の関係性 と,交通立地及
強度の違いによって5つ の拠点地区を内在 させる。 び土地別利用形態を起因 とする場所 と経済の関係性によ
これ らの拠点形成は,そ れぞれの立地背景があっての ると考察される。尚,前述の五つの拠点地域全てが組頭
成立であ る。第一は,水1」城及び藩主館 という社会制度 町であることは,社 会組織の序列 と拠点空間の配置の仕
上の核施設を中心にその象徴ともいえる大手通 り(天王 方に密接な関係性を示している。
町). と, 藩邸北門前(天神町)のもつ最 もポテンシャルの 4.3町組を画定する路地と辻の構成
,
高い社会空間 としての場所性による構成。第二は同様に 商家の建並ぶ大通 りの組頭町 と宿駅を背後か ら担 う職
幕府権力の象徴,お 茶壼屋敷mを 背後に,行政の中心町 人町, 百姓町の組内町は,表 と裏の関係性によって結合
奉行所 との隣接(西町)による特異な場所性によるもの。 され, 社会組織として相互補完的な役割分担での町組構
第三は,日野,伊 賀町 と往還の交叉という交通要衝に 成であ る。
よる形成 。 これは,町 組 を区切 り,三筋を横断する多数 この町 と町組は往還を基軸に並列的に連ならて町並み
の路地の うち,新IHの 日野, 伊賀道 と係わる2ケ所の交 を形成す るのだが,町 及び町組を空間的に限るのは,往
点に狭まれた往還地区(伴 町,平町)をもつ交通要衝と 還と直交す る路地 と,多様な辻である。
して経済上の好:立地よる形成。 路地は道幅4尺 と記され,古絵図には大辻 と記された
第四は,城 地を中心に,最遠の位置関係にある旅篭の 路地もあるが,多 くは辻 と記 されている。路地は町組を
集中地区に示 されるもので,他所者に対する治安及び流 画定す る境界の役割を担い,同 時にその多 くは寺院及び
行病対策 とい う制度に対応 した位置の関係性による。 町 組の守護神 を/,4iる神社参道 として人hの 集 まる場所121
第五は,業 種による土地利用形態の蓬によるもの。短 で もあ る。つまり,路地空間は社会組織 としての町組を
冊形の敷地割 りの うち,三筋の東集束点の南側は,敷 地 区 切るが, 信仰的空間 としては隣接の町及び町組を結合
奥行 きが深 くな り,大 店 はみそ, 酒造,お 茶の生産を業 させるという両義的な性格を示していて,そ れは境界に
種 とする有力商家の集住である。 現おれる多様な属性の一つである。
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図1]路 の 構 成
(54)
水1'1の空 間構成 と境 界諸相
{ ところで,町 境1の辻には,丁 持の共有施設の他に,火








めて重要な:役割を担 っての こ とであろ う。路地は,前 述
の通 り,寺社の参道 としての役割を併存させてい るが,
規則的に現おれ る3ケ所の辻は,平面構成において微妙
なずれをもっていて,T字 型道路 と同様に部分的なアイ
～ 灘 ス トップを形成する。
これを 〔当て曲げ〕 と仮称すると,『外部空間の設計』
匠 軸
、潔.鼠 柿r・ 馳 同 沿 (芦原義信)に 「外部空間に目標のようなものがあれば
,大 岡寺路地 途中の空間が魅力的であ り,途中の魅力があれぽ目標 も
紺 巳.ドラ"弼"鷺 烏建
、
難 。 戦'い ぶ飛
身 藍
鼠
さらに強力になる」と述べ,相 互作用 を 指摘 している
が,辻 に用い ら航 る当て曲げの構成手法は,寺 社の山門
淑 r.趨 等最終 日標物へのアプローチを効果的に演出する仕掛け
醜 義強 ぞ 己
。..





〔当て曲げ〕によって形成 されるアイス トップの多 く










愚園 都市プランに於ける方形格子状には,道 路 とか辻の空間などに無駄のない関係をもたらす性質があ り,それが
ぎぐ 、 、内妻
鍬-嫁 ピ 一 気c・ ♪'
住居単位の次元を超えた秩序,た とえば社会的秩序の存
在を印象づけ,社 会認識の仕方や社会的構造に深 く関与
辻の愛宕社 する。つま り,人々の社会認識の仕方において,放 射状
子赦免帳』に,町 の要 所 我々に 「火定用心道具」 「水 プランでは,人 々は社会の象徴でもある中心広場に集ま
溜」 と 「自身番豊31」の設置が定め られ ていた こ とが記 さ り,通 りよ りは広場 が中心 とな:る構成 に対 して,方 形格
れ,軒別書上帳には,「 消火道具入」 「夜番所」 と記入 子状プランの街では,社会は通 りであ り,向三軒両隣を
された丁内侍施設が跡継を限る辻毎に置かれている。書 結ぶ通 りが小 さな社会とな:り,大通 りはより大 きな社会
上帳には他に 「丁内物入」 「J'持明地」 「丁持長屋」な と な る 。
どの存在が確認され,これ らは前述の丁内侍施設の維持 水口の町並みは,直角な折れ曲が りを くりかえす街路
等にA!いられていて,共有資産の内部調達 とい う自律性 を基軸 とす る城下町家地区と,紡錘形の三筋と多数の路
の高い仕組みは注 目される。 地によって方形格子状プランを 示 す 宿場町地区に分か
尚,現在の 「丁内物入」は,水 口神社の鬼山(山 鉾) れ,共 に,1.2キ ロメー トルの長 さに展開す る。
を格納す る山車蔵 と併置されている町内共有の物入であ まず紡錘型街路は,中央の往還に直進性を認められる
って,絵図に示された物入 も一軒分の敷地使用であ り, が,全 くの直線 ではな く辻 と辻の間,1ブ ロ ックごとに
他に山車蔵の記入がないか ら,現在 とあま り変おらぬも 微妙な振れを持ち,街 区にゆるやかな閉鎖幌と完結{生を
のであろ うと推定 され る。 山車蔵は軒高7.5メ ー トル, 与えている。 この地区中央部は微地形による制約を受け
前面道路に対 して妻入の土蔵造であるか ら,平入 りの町 なが らも強い計画性を示す地域であり,東西及び南北に
並みに対 して,特 異な景観を有 し,そ のことによって空 妊る各ブロック街路の規則性は,中央部に於いて最 も顕
間構成上町組の中心的役割を形成 している。 著で あ る。 まず東 西の街路 は120メー トル か ら136メー
(55)
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トルまで11個の 類似寸法が確認される。 この平均値は つまり,城郭や寺域の方形性,有 力寺社参道及び路地
126.8メー トル,京 間換算で64聞とな り,こ れから南北 と往還の直交性,町 並みを限 り,防護性を もつ東西の桝
の辻幅(2～3問)をひ くとほ壱ま60問が 与 え られる。ま 形,短lll}形の敷地割形態など一貫した方形的秩序が町つ
た南北の辻間は52～65メートル,平 均値は58.7メートル くりの構成原理 として作用 し,都市プランの疑似格子状
となりほぼ京間の30問となる。さらに端部のfl三町,中 の 構成へと誘導したことは十分考えられる。
町,東 町を見るとそれぞれ80聞,60間,60問とな り60間 ところで,「 通 り」を中心に路地 と辻で領域を限る町
の基本モデュールとの組関をうかがわせる。これに対し 組は,そ の中央に高 さ6～7メー トル の 山鉾を収める土
て新城下の街路は東西にのびる180間におよぶ2本 の直 蔵造 りの山車蔵を建て各町組の象徴 として位置ずけてい
線街路によって構成 され,極 めて強い直進性に特徴があ る・
り計画意志の質徹した空間 として捉えることが出来る。 尚,水 口全域は水 口神社の領域内に所属 し,全町民は
往還の直進性が強い城下町地区は宿場 と城下を画定す 水口神社の氏子となるのだが,同 時に,各 町 は 火防の
る境界,真 渡川に架かる石橋を過 ぎると,大店商家群の 神,愛 宕神社の小祠を辻まいに杞 り,上位の町組は,そ
大手筋 とな:り,凹型の小広場をもつ藩邸1E門がアイス ト の領域内の神社に所属する氏子組織と照合す る。(表一2)
ップを形成 している。この地域は多数の城門,寺 社を始 つまり,いえ一町一町組一水 口全域 とつながる社会組織
め有力な建築物を用いた,正 面性の強い窒問構成の手法 と屋敷神一愛宕神社一町組を守護する速玉,口 雲,国 造
を採 っていることに特色がある。他方宿場町地区に於い り神社などの中核神社一産土神を杞る水 口神社 とつなが




線状の道路形,特 に往還の直進性は強 く意図 され,大 通 商家の伝統的な仕組みを理解す るうえで,基 本 となる
りが三筋町の方形的秩序を支える主軸になっていると推 分析のの視点として,表 一奥,ハ レーケ,上一下 とい う
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水口の町i家に於いてもみられるように空間のヒエラル 短辺を接 した短冊型になっていて,悶 μに比べ奥行 きが
キーを構成する例 として,畳 と板敷きなど床仕上げの差3か ら4倍 になるの力唱 通である。
による境界の構成,あ るいは同じ床材料であっても,そ だが,水 口;筋町に於いて,南北両裏筋の川及びlii側
こにレベル差を設けることに依って主 と従,上 と下の関 以外は,敷地背後を同質の町家と接するか ら,敷地奥行
係を示す場合 もあ る。 さ ら に大戸,上 間中間の中格子 きも規制 される。 したが って,町家は古城山と山裾の水
戸,ノ レン,上間の祖壁のは り出しなど,多様な仕掛け 路に親制される北側の住居,野 洲川及び川水路の南側,
によっての段階的な構成も上げられるC及 び前述の背後を接する中央の3タ イプに分類され る。
これらの仕掛けによる空間区分は何れも柔らかな境界 の 河合家住宅(旅 篭町,南側)
に依って形成 され,こ の区分 された生間のフレキシビ リ 往還に面し,敷地は南入 り,正面全体に庇を降 して,
テイは大きく,その境界の強弱は,地 域習慣や葬祭礼な:大 戸ロの左右,す な:わちニワ(土間)と オモテの間前は
どその固有な文化的背景によってその性質が支配 され決 仕舞屋格子,コ ウシの間は千本格了による表構てある。
定 される・ 内部は6室 によって構成 され,ト オ リニワに沿 って,オ
水nの 商家の地域的特色を形成するものの一つに,接 モテの間(店)と ミセの間,ダ イ ドコロと連な り,その
客の多様性に対 してどのように対応するか とい うことが 奥は,コ ウンの問,ナ カの間,オ クの問と配列 され,接
あげ られる。商家の平面構成や意匠構成には接客への繊 客空間 としてのオクの間は,床 ノ間,仏 壇が配され,植
細な感性が示 され,こ の対応の仕方は外から内奥への段 裁豊な内庭に面する。
階的境界形成の断面構成にも大 ぎく係わっている。 古 くか ら醤油,み その醸造販売を生業とする当家は,
5.1住居の平面構成 入f戸 を入って右側がオモテの間,つ まり,ニ ワとの境
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荷車用に2列 の沓石が敷かれた トナ リニワは,
ロの先にクドが設けられ,
畳の広い空間 とな り,中央に石組の井戸が配 され,
ダイ ド で雨仕舞に対応 している。
主屋の出口を過 ぎた所は石 内庭の先は,築 地壁で囲まれた格式高い坪庭をもっ離
糧量 れ屋が続 き,ニ ワを狭んで2棟 の土蔵造 りの蔵が並ぶ,
(59)
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この2棟 は,家 具,f卜器収納 の為の内蔵 である。 さらに 活の場であるが,そ れは平面構成上 の 区分 に 留 らず,
庭蔵を経てその先は,生産の為の大規模な蔵が敷地一杯 「いえ」 とい う社会学的概念 と同様,集 団構成上の概念
に建て並べられ,… 部分は隠居所 として用いられたこと として も扱 うこ とがで きる。
もあるという。建物群の背後は,野洲川まで広大な畑地 ところで,町家の空間が奥へ伸びることを可能 とした
が展固 し,一部には用水が流れ建築年代150年とされる ものに,ト オリニワと呼ばれる交通機能をもつ土間空間
古い家柄の隆盛を物語 っている。 の存在がある。
b)井 代表住宅(東 町,中 央部) それ らの太 くは大戸1:1に対 して中戸 口を設け,こ れを
当叡は隣叡と背合わせに接する類型の うち.最 も祖形 格子戸あるいはのれんなどのスクリーン的要素をもつ建
を示す町家である。 具で仕切 り,その間を玄関や店土間としている。この中
表構は,入 口格子戸と大きな出格子による惣格子構を 戸1」は袖 壁を もつ ことが多 く,半 公的,私 的 とい う2つ
とる。内部は,2階 への跳上げ階段が設置 され た ニワ の異なった空間を積極的につなげながら,これ らの間に
と,オ ク の 間,コ ウ シ の 間,オ モ テ の 間,ダ イ ド コ ロ の ヒエ ラルキーを創 り出 してい る。 また建 具の よ うな可動
4室構成をとり,内庭を挟んで土蔵造 りの内蔵をもつ。 的仕切 りの多い中で一固定的な袖壁を設けることは,そ
背後の隣家 とは,離 れ屋で接し,主屋 と離れ 屋 の 間 に れだけで境界の意味を強めることになる。
は,ク ド,浴 室 など水周 りが配 されてい る。 これを河合家の接客への対応の仕方で示すと,セール
c)吉 田象住宅(池 田町,山 側) スマ ン=ニ ワ,近 所 の人:ニ ワーダイ ドコ,親 戚縁者:
当家の敷地背後は,往1の 内堀真渡川 とな り,間nに ニ ワ ー ダ イ ド コ ー ハ ナ レ,客:ニ ワ ー ダ イ ド コ ・一 オ ク の
比べ奥行きが長い敷地形状である。表構は出格子に格子 間とな り,質的に異なる接客に対応 して,通 りニワを中
戸という惣格子構をとり,入μは半間内側に入る構成で 心に内奥への段階的な接客手段を採っている。
あ る。主屋 は.6帖 の ミセの間 と8帖 オクの問,1間 の 水口の町家は,床 ノ間,仏 壇を設けたオクの間が各戸
板 〆間2室 が続 き,そ れ は1間 幅 のニ ワと接 していて, 毎に必ずある。この部屋は本来,僧 呂や主筋の客,あ る
比較的小規模な構成であるが,類 型的には4室 構成をと いは冠婚葬祭の客しか通 さない場所であった。つまり日
る 。 常の家族の生活の場ではな く,「接客」用の空間,そ れ
内庭を挟んで蔵が建てられているのは他家 と同形式で も厳密には 「祭祀の空間」であって,その地域社会共通
あるが,最奥の作業場は主屋の3倍 を越える大 きさであ の儀礼空聞の確保によって,そ の家の主は市民権iを得た
る。これは,昔 の生業が質屋であることや,往 古は湯葉 のであ る。
屋を営んでいたことなどに由来するのであろ う。 前述河合寡の多様な接客方法に示 されるように,各室
ニワに続 く通 り土間は,敷地背後の水路まで続 き,裏
がそれぞれ,時 と場合に応 じて対応するような接客のあ
木戸によって外部 との連絡が可能となる。 り方は,そ の背景に近世武家社会 と同様の格式や身分を
以上の3例 にはい くつかの共通点がみられる。建物配 重視した町人社会の接客方法があ り,一方には,社会的
列は.道 路側か ら,主 屋,内 庭,蔵,作 業場 とな り内奥 単位 として,そ の内部に所属集団の人々を迎え入れる装
に向か うほど生産的な性格を強める配置である。これは 置を もっ ことが必要 とな り,ナ クの問の所有 に よって,
前面の通 りに対する単位の接 し方,つ まり都市住居 とし その集団の一員たる資格を得られるとい うことがあ った
ての町家の性格を示 していて,それは表一奥,消 費一生 のであ ろ う。 ところで,町 家は内庭を挟 んで,離 れ,小
産の関係性による。 座敷,さ らに蔵座敷をもつ大店 もある。これ らは,主 屋
主屋は,オ クの間,コ ウシの問,ミ セ(表)の 間,ダ の拡張ではなく別棟を出現させる こ とに よって,公 界
イドコロの4室 構成がが基準 となる。前述の表一奥の動 (公的なつきあい)1`}としての義理から解除 された家族
線は,通 り二L間によって確保され,接 客はこの動線に従 の空間 を示 している。
って内奥へ導かれる。この時接客密度の差によって進入 特に,居 蔵すなわち座敷蔵は,身 分,格 式,儀 礼をは
距離は異なるのが通例である。 なれて,偶人の為の専用空間 といえる。社会組織を代表
5.2内奥への段階的境界形成 する町内会は,集 住にともなう様々な摩擦の解決場 とし
通常,通 りに面した側を表,そ の反対側を奥 とい う。 て機能す るが,他 方においては人々を拘束 し制限 も す
奥 は 「内へ深 くはい った所」(広 辞苑)と い うよ うに, る。町家は,これ らの規制に対 して,段階的な境罪形成
なんらかの社会的な位置関係を意味する場所を指す。 や表 と奥 ・ハ レとケなど,特に公私の関係性を用いた空'
水回の町家に現われる 「表」は ミセを中心 に生業の営 間配分,内 奥へ向か う程側人的空間密度が高 まる空間臨




建築物の衰相,つ まり外壁 ・表面の表現形態は,建 物
内部の外部(街路 ・表通 り)に 対 す る意志表示であっ
6.領 域を画定する境界諸相
て,入 口戸,格 子窓,窓 枠,板 壁や土壁などの諸要素に 境界は非 日常的,無 時間的,両 義的,岡 辺的,聖 とい
依 って購成 されてい る。 つた一連の属挫を有し,それは社会的時間 と空間のもつ
水口の町寂の表構は,入 口精子戸 と大 きな出格子や千 日常的,時 間的制約,一 義的,中 心的,俗 といった属性
本格子による惣格子構の構成を とっているのだが,町 家 に対応する。
の主要な臨入口は,日常半開きの状態で あ る こ とが多 尚,境界標識 としての結界は建築的なものよりは,む
い。 この半開 きの出入 口は,内 部を垣間 見せ るこ とに よ しろ建築的でない ものが多 く,境界標示装置は多種多様
って,そ の所属す るコ ミュニテ ィへの忠誠を示 し,コ ミ なかたちをとる。境野を標示するこれ らの装置に共通す
ユニティの構成員相互の共存をはかるとい う具体的な機 ることは,人 々がその象徴的な意味を解することがなけ
能 も内包 している。 れば,そ れらのほ とんどが物理的障害物 とはなりえない
同様に,建 築の開口部はその他の多様 な役割を負って ことにあ る。
い るが,そ の中で も境 界 としてのス ク リーン効果であ ろ だがこれらの標示装置は,集 落 の 構造,特 に社会組
う 。 織,政 治形態,信 仰形態 と係わ り,その位置,役 割,空
ス ク リーンの性質 は,第 一に視覚的 レベルでの効果が 間の構成は集落の領域形成や空聞構成 と相互に関係す
あげられる。特にそれが建築の外部と内部との境に取 り る 。
付けられると,それを通 して見る見え:方は全 く正反対の 当項は,水 口の空間に示される具体的な境界特性につ
効果を生む。つま り購い力からよく見えて,明 るい方か いて考察を行ない,集 住体の段階的空間構成において,
ら見えに くい。このこどは開口部に 於 け る概能的な矛 領域の形成 と境界標示装置とがどのような相互関係にあ
凧 すなわち 「見 られずに見たい」とい うい う問題を解 るのかを考察する。
決 して くれる。水口の町家ρ格子窓は,極 めて細かい繁 6.1微地形と集落領域の相関
格子か ら,蜀.5～2.Ocm程の中格子,さ らに5cm程 の巾 水口の町並み構成と微地形の関係性を読み取る為,土
広の格子 と3段階のディテールをもち,そ れぞれの内部 地条件図(国土地理院発行)を 街路i基本 図(水 口町役
機能 と関わって有効な使おれ方がなされていることに特 場)に 重ね てみ る。
色が あ る。 これによると,近世以前に完成した と言われる三筋勅
問,ス ク リーンの構造 に もよるが,実 質的な防禦 の役 錘型の町並みは,古 城山の麓に展開する限られた台地上
部がある。これは前述の主出入口に於ける半開 き状態 と に発達 した町場であることがわかる。この三筋町は街路
同様の役割であって,閉 断の意志をあからさまに示 さな が台地上の南北に展開する凹地や斜薗を避けるてお り,
いで,実 質的なそれを果たすことができる。つまりだれ 紡錘型街路形態が微地形と深い関係性をもって形成され
でも積極的に導き入れる訳ではないが,用 事のある入に ていたことが うかがえる。他方近世以降に遅れて開発さ
は在宅であることを示 し,内部から街路を透し見ること れた新城下地区は,人為的な計画性を優先させ,微 地形
に依って,街 区の監視 という防犯の機能も併存させてい に対する配慮の仕方の違いを明確に示 している。
る 。 ところで集落の基本的な性格は,そ の主要な因子であ
さらに特記すべ きことは,街路沿いに設置された座敷 る自然的要素によって決定される場合が多い。特に地形
のはき顕し格子窓が全面取 り外 し可能の機能をもつ こと はあらゆる人工物が 「図」 とし て 立 ち現 わ れ て く る
にある。建築物の間口は,短 冊型の敷地割 りと税負担に 「地」 として存在するわけであるが,水 口を取 り囲む自
対応 して狭 く,隣接他家 とすきまなく建てられているか 然 地形 の うち卓越 したものは,ラ ン ドスケープ として際
ら,冠婚葬祭時の多人数を処理する方法 として格子の取 立った景観をみせている古城山と野洲川であろう。
り外 しは極めてフレキシブルで機能的な仕掛けである。 円錐形の山容をもつ古城山は,野 洲川流域に展開する
水口においては,祭 礼時より葬礼時に多いのだが,こ の 稲作集落にとって,神 の座す神体山そのものであ り,野
ような建築前面がハレの状態に対応して取 り外されるの 洲川岸 の式内社,水 日神社は山 ノロ,水1二1として,去 来
は,各 地にみられる群風祭や,神 興巡行時の,御酒所, する神 々に対する俗界の神の座 として位置ずけられる。
御旅所にあたる家々などにみられ,祭 礼や宗教的行事 と だが,田 ノ神 ・lllノ神 は神 自体が遊行す るか ら,去 来
深 く係わる場合が多い。この時,外 部空間が一時的に内 信仰は面的な領域を形成することはない。それ故,奥宮
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集落月ケ上,そ の東側はスベリ坂 と呼ばれ,坂 下には臓
多が記されている。月ケ上の西側は山川土橋へ向か う下
り坂 とな り,土橋の手前に愛宕 と地蔵,橋 を渡ると秋葉
・松元寺を頂に稲荷 ・愛宕 とあ り坂を下ると桝形で囲ま
れた番所 となる。 旧江戸ロ ・明神縄
このあたりが水日の東端,い わゆる町境にあた り,西
それ は, 六地蔵や塞の神の存在によって示されるわけ
側は柏木神社参道入口の大鳥居を中心に,西端は3～4 で あるが, 同時に境界における多様な儀礼行為に依って
メー トルの微地形ながら,坂 と石仏を配 して隣村 と接 し
も示 され ている。
て い る 。
境の儀礼における基本的な形態は,農 耕儀礼としての
ここでは直接的に強固な境界を形成するのではな く, 「虫送 り」や御霊信仰と係わる 「精霊送 り」の儀礼15)に
坂や林,人 家の途切れた景観などに依って隣村との中間
良 く現わされている。それは,異常な死を遂げた築盛の
領域を形成 し,そ の内側に急坂,土 橋,崖 地,神 社参道 像や薩摩武士を示す人形などを象徴的な媒体 として,内
や杜などより強固な地形的特徴を用いての二番 目の境界 部に災いをなす悪を集め,境1の外に流 し捨てる4礼であ
形成である。他方信仰に係わる境界標示は,地 形的特徴 る。この儀礼は,強 い侵犯性をもって集落内部の秩序を
を用いた二番目の境界点に集中す る。 この境界領域は,
脅かす危機に対して,そ の災いを形象化 したものを作 り
台地」の 松元寺,秋 葉神社,六 地蔵.愛 茅1社,山の神な
出し,象徴的に取 り鎮めるか破壊することによって内部
どの石仏 と祠が祀 られ,こ の境界点は両方から越えねば の平衡を回復しようとすることを意味している。
ならぬ うつ りゆ き地帯であ り,境は神仏 との関係によっ
水Pの 西端を鎮護する柏木:神社 の 水 無 月祭(7月31
て守 られていることを示唆 してい る。
日)には,.各戸の入形(悪)を 集めて神前祈願の後,川
6.3境界神と境界儀礼 へ流し厄除する儀礼があ り,同様に東端の境に位置する
水口の周縁,集 落の北を限る古城山山麓 には,縄 手古 秋葉神ネヒの柴燈護魔(7月18日),七夕の行事な ども同
道と呼ばれ,山 の神(石 碑)を 多 く点在させる古道があ 種の意味を もつ儀礼である。尚,こ れらの儀式が,夏期
り,南側の一の井,二 の井の水路沿には多様な石仏,六 に集中するのは,流 行病が季節的回帰性を示すことに対
地蔵が祠 られていて,集 落全域を これ らの神々が取 り囲 応 しての こ とであ る。
む構成である。これらの境界標示装麗は集落の新lRの路 G:4江戸口,京 口を限る注連縄
口に祠を構え集中して祠 られ,そ の配置は微地形を利用 集落の出入1」として明確に認識されている場所は東海
した 集落 の外周線 と一一・致す る。 道 の東 西両GI,江戸riと京 口であ る。 この出入 口は町並
ところで坂や大樹の下に祠 られた道祖神はサエノカミ みの発展 と共にその位置は外側へ拡大変更を くりかえす
とも呼ばれる境界神であ り,その.源は遠 く記紀に登場す が,名 称は今 日に於 いて も変 っていない。
る 「岐神」 「道俣神」と比定 されている。 これは道 と境 『水口宿栄枯伝馬難立訳略記』(水 口歴史民俗資料館
とそれを守る神々の性格を語 っていて,宿 場町は外界 と 蔵)に 「此時 (慶景6年)之往還者車者円福寺門参ヲ江
の交通を存在の基本 とす る故に,疫 病の流行は人々に実 戸 口 ト言, 天王町 ヨリ鳥居前一里塚通古例,人 寡所々二
際上の災害を与え大きな恐怖を生むもの で あ る。それ 有之,其 節京rl.江戸ロニ而正月九 日二大キナル神明縄
故,疫神退散には,こ れを撃退す る境の神を期待すると ヲ張,是 ヲ仁王纒之綱 ト言,彼 是古事 トテ有之山,千 今
共に,疫神それ自体を饗応 して災いの自らに及ぶのを避 両所二而古格之通 二候,石 橋二面者只今暫之肉蝿ヲ張,
けよ うともす る。 其間海通 リ候者笠霜取,馬 乗者オ リサセ申候由……」と
(63)
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あ る 。 6.6制度的規定による境界標示
この正月に太い注連縄を打って神木などに掛ける行事 制度的規定は,前項までの主に信仰的,習 俗的規定に
は,綱 掛祭,勧 請縄 とも呼ばれ,奈 良 ・滋賀県地方に多 依る境界形成 と異な り,集住体を制度的に規制する外的
く見られる。今 日においても,五十鈴神社の 「山ノ神の なものとして,町並み景観にとって極めて大きな規制力
おこない」 としての三本の網掛を見ることができ,さ ら を もつ。
に往古の江戸口である門福寺脇,大 日堂前の二本の榎木 制度的 な境界を代表するのは,町 並みを貫通する東海
には大 きな明神縄が掛けられているのを実見できる。 道の両端に設けられた桝形 と木戸であろう。(江 戸後期
ハ レの 日に集落の入口の注連縄を張 るのは,集 落全域 の水口絵図,町 役場蔵)
が潔斎の状態にあることを示すことにあ り,それによっ 江戸日,京 口と絵図に記 された桝形は,町 年寄の詰め
て内外の境域を決定す るか ら,一方だけでな く,それ と る御番所を土塁 と門柱のある垣で囲み,江 戸 口は町はず
反対の方向の境界が前者 と均衡をとる こ とが 必要とな れ とい うよ り人家密集地域に置かれている。他力京口は
卿
る。 人家 の とぎれた端,一 里塚,明 神社,愛 宕,秋 葉 の祠 の
6.5集落境界を画定する四至僅示 集中に続 く,極めて周縁性め強い境界形成である。三筋
慶長10年(1605)水口宇治河原村 と宇 田村 との境 目論
街の宿場地区は,そ の北側を禁足地古城山と,岡山城下
争の折,氏 河原惣rトから郡中惣の仲人衆に提出した文書
時代 の内堀,真 渡川 に よって,南 側は,用 水一 ノ井,二
に以下の記録が見える。 「宇田村 と宇治河原村 と領中境





内おしまっかを見 とをし,従者往古境 目わか り候て和究
江戸期の城下水路の利用形態は,微 地形を利用した身
候儀,眼 前一定に候,其 由緒を以,薗 養寺 しゃ うめんの
分制の現われ とされ るが,水[は,町 並みが野洲川に授
権を一本氏河原村 より寄進佳辰,.則昔 より有来境月之こ
す るほ ど近いことと,各戸に井戸を有するほどの地下水
どく只今榜示を立申候,」(宇川区有文書) 流に恵 まれ,給 排水路に対する身分的階層計画手法は採
つま り,薗養寺の正面から鳩力平 の お し まっか(古
られ ていない。
境)を 見通す直線に よって,両村 の 境界 を 定め,傍示
だが,城下町地区 と宿場町地区を分ける石橋,往 還を





寺,堂 などの信仰対象,立 木,塚,川 などの自然的景観
らは町及び町組を限る愛界標赤物 と同時に,防 火刑水 と
がその基準 として用 い られてい る且6〕。
しての役割 を担 ってい る。
ところで,水 口宿 の両隣,:石部宿の端 には,榜 示杭が さらに,水 口全域 を囲む寺社は,往 還西端の境地に松
確認され,「 棒端」 「棒垣」などの地名も各地に残る。 元寺,秋葉神社,東 端は若宮 八 幡 社(柏 木神社)と な
棒端は近世,街 道筋の宿境に傍示杭があった と こ ろか り,伊賀街道出入口近 くには天正16年を創始 とする大徳
ら,宿駅のはずれ,宿 場の両端の意味 とされ(岩 波古語 寺,日 野街道の出 口には,蓮 華寺 と水 口神社,旧 江戸1」
辞典),伊勢松坂調査時において,「棒埴」は同様な意味 にほ円福寺が置かれ,そ れぞれの境界を固める配置であ
に用いられているか ら,水 口宿にもその存在は首肯でき る。 さらに城地建設に当た り,五十鈴神社を始め多 くの
よう。この宿駅の両端に立てられた傍示杭は,極 めて大 寺社が移転,新 設されているが,前 述の寺社配置を含め
きく,摂関家領越後国奥山庄 と加地庄の境に立てられた 軍事的意図よりは,む しろ町並みの無秩序な拡大を防止
榜示杭 は3メ ー トル以上 の巨木 であ る。 『山 ノ民,川 ノ す ることにあると推測される。
民』(井 上鋭夫) ところで注 目されるのは,信仰的習俗的要因によって
水 口における領域の画定は,田畑の四至を点足するこ 形成された境界は,前 述の微地形や多様な境堺標示物に
とと,道の堺を点定す ることでは状況が異な るが,点 を よる二重6柔 らかな境界形成であるのに対して,水 口難
境 と考える思想が,両者に共通 す る。 しか も,傍示は の行政上の城下領域を示す二箇所の轡形ば,極 めて強い
「朽廃し標識 しやすかった。」(柳田国男)土 地占有の酒
一点による愛器標示である。更に水口藩城下建設時に勧
滅であったか ら,呪術,宗 教的な意味が{手写され ること 詰 された外来神は,有 力寺院と同様に強固な境界点,桝
によ り,境界標示の涯滅を防いだわけであり,宿駅の堺
.形の外側には一座 も配 されていない。町並みの周縁を限






強い計画意志を示 している。 て い る 。
制度的なものによる領域形成手法は,水 口城を中心核 水口でとらえられた特徴は,全 体としてみれぽ固有な
に,身分制による段階的構成を採 り,西端,山 川土橋の 特性を示すが,部 分的には地域を超える共有性をもつも
外に処刑場 と周縁人(エ タ,非人)の 集住地区を置ぎ, の と理 解 し, 他の都市集落資料との比較研究を通 じて,
枠形 と木戸によって町場を限 るという,閉鎖性の強い空 都市集落の空間構成に見られる諸原理と境界相互の関係




璽) 延喜式巻五斎宮式に,天 皇即位の始め ト定により
今日の都市社会は,そ の偲胎 となる場所 との結縁をふ 未婚の臭女が選ばれ,皇居内の初斎院にはいり,翌
り払い,独 自の発展をは じめている。それは現代建築の
年八月上旬に野宮にはいる。そこで潔斎すること1
多くが,辺 りの建物一や風景 との造形的結縁性にあまり関 年 の後, 野宮を出て天皇に別れを告げ神宮に向 う。
心 を示 していない ことも一つ の要因 といえ る。それは様 これを群行 と言 う。 「神道辞典」 ・安津素彦 ・堀喜
々な次元で領域を画定する境界においてさえ,場所の軽 店
視 と崩壊 とい う現象が進んでいることにも示 され てい 2)朝廷から毎年の決 りとして神に捧げ る幣,特 に侮
る 。
年9月11日に伊勢神宮に奉幣する。例幣使 ・例幣の
ところで,都 市や建築は大地に根ざしたものであるか 為に派遣される勅使。 「広辞苑」 ・新村出 ・岩波書










重られた,何か定かでないもの が 領域形成 の原点にあ
の攻撃から自衛するために万里の長城を築いた。こ
り,そ の表面化 した ものが,境 の空 間にあた る坂:や辻,
うした環境のなかで,徳 を修め王道政治を行 う天子









ljl守護沙汰 鎮盗賊事,建 久5年2月 置4臼。 「雑訴決
水口の都市空間の形成の中で,古 城山 と麓の神社群や 断所牒」 ・伊勢神宮山中文庫所蔵。
水口神社の構図は同様の図式であって,そ れは水口:全域 5)鎌倉末期の惣荘,南北朝の惣村 とい う農民の自治
から町組,そ して単位である町家に至る領域構成の原則 組織に対して,甲 賀武士達の同名中惣一同名惣 とい
的手法と述べてよい。それぞれの領域の周縁に位置する うの は, 農村の検断権をもち,保 司職や地頭職をも
町境や町内の辻,石 橋の橋だま りは,居 住性の質の異な っ土着武士達が同族相寄共和体制をつくる。 「水rI
る地域を区画 し,その地域の個別性を内外に示すと同時 町誌」
に,多重的で多義的なやわらかな境界を形成 して,その 6)伴, 山中,美 濃部三方起請申合せ条々案,三 方以
内部を護 る役割を担っている。 起請文 中台条 々,一,夜 討強 盗山賊 ……。一,此 中
幸いにも水口のように,境 界形成要素である自然の山 台於儀若相違之仁躯在之同名ヲ放シ永代三方一味に
河や寺社の森と参道,多 彩な神々を祠つる境の場所は, 用 に相立間散華 ……。永禄9丙 璽2月15日,伴同名 中
町中の変貌に比べればずっと安定 している。自然の相貌 惣, 山中同名中惣,美 濃部同名中惣。 「山中文書」
や歴史的街並は,い わぽ市民の自己保存の拠点であ り, 7)山 神 「おこない」は山野にはい り樹木を伐識する
その保存開発においては,こ れら境界の様態を積極的に のに災難の な:いよ う,山 の霊 に祈 る儀礼で,lllのロ
用いることが今日的 な課題といえ一る。本調査において明 あけの行事である。正徳2年 水日各村摘出帳には,
かにされた水口の城下町及び荷揚町の空間構成上の特惟 「山神」と 「野神」を有 していたことが記 され,野
は,多様な価値観や生活様式に対応 し得 る地域の固有性 神は田の神のことであ り,山神のまつ りを正月に野
(65)
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神は5月 にま ってい る。 「水 口町誌」 垂水 稔 結果について(1)ql) 国立民族学博
8)こ の ところ関 多 く門々 より関hと 云 う を聞 て, 物館研究報告3巻1・453
「水口に我やみゆらん門ごとにせ きよせるともゑに ヴィクター ・ターナ ー 梶原 景昭訳 象徴と社会 紀
よぶ」大永7年3A。 伊国屋書店56
9)慶 長6年 伝馬定書。御伝馬の定。 「寛永10年伝馬 1;・ゴ ッフマソ 丸木恵 祐他 訳 集ま りの構造 誠信
人足精米下附折紙」町役場蔵 書房52
is)「水口宿栄枯伝馬難立訳略記」町役場蔵 網野善彦 無縁 ・公界 ・楽 平凡社54
19)毎年5月,行 列を くんで山城,宇 治の新茶を信楽 井上鋭夫 山の民 ・川の民 平凡社56
焼の壼にいれて将軍に献納。水口では椿屋敷(代 官 原田敏明 村の祭 と聖なるもの 中央公論社 50
所)に 屋舎を造 り,これを御茶壼屋敷 とい った。 難波田徴編 日本の美術 。古絵図 至文堂 47
「水口町誌」 上田篤他 空間の原型 筑摩書房57
12)辻 あや つ づ,薬 売,老 入 やっ こ,又 は その他 の勧 渡辺守章 空間の神話学 朝日出版社 53
進,堅 く手之 内申間敷候 「奉願[7上覧 」延一,一t一年。 A・ ファン ・ヘネ ップ 綾 部恒雄訳 通過儀礼 弘文
.河合家 蔵。 堂52
13)宿 自身番一町 に一 ケ所つ つ……,夜rl1も一丁 切に 青木保 儀礼の象徴性 岩波・書店59
夜番之者を度々相廻し火消道具等,無 油断用意致置 富田登他 都市と田舎,F本 民族文化大系II 小学館
…・・。 「地子赦 免帳」享保5年,北 町所 蔵文書。 6C
14)交 際,付 き合い,「 公界上 手」。「広 辞苑 」 ・岩 波 上田篤 流民の都市 とすまい 騒 々堂出版 60
書店 折口信夫全集 巻二 中央公論社55
15)45年調査,三 重県鳥羽市菅島,じ ん じん船,「 漁 柳田国男 定本柳田国夫集 巻六 筑摩書房 44
村 集落の デザ イン ・サ ーヴ ェイ」明大技研紀要No. 石井進 日本民俗文化体系 小学館59
董0。 日本書紀 日本古典文学体系 岩波書店 47
16)四至 を表示 した ものに,「束 限大道」「北限 荒川」 和歌森太郎 年中行事 至文堂57
「西眼加地堺」などがあるように,地形,地 物を利 桜井徳太郎 結衆の原点 弘文堂60
用 「山の民,川 の民」井上鋭夫,平 凡社 西川幸治 都市の思想 日本放送出版協会 50
17)庄園 が建置 され るとき,国 使,庄 使が 立合 って四 .山折哲雄 宗教民俗誌 人文書院59
至傍示が うたれ,境 界が画定 される。 「山の民,川 V,タ ーナー 富倉光雄訳 儀礼の過程 思索社60
の民」井上鋭夫,平 凡社 山口昌男 文化 と両義性 岩波書店54
IS)往還筋掃除丁場は,当村の内二丁場相勤来 り申候 波平恵美子 ケガレの構造 青上社59
……。 「正徳2年北脇村指出帳」柏本神社蔵。 矢守一彦 都市プランの硯究 大明堂 45
中野卓 商家同族団の研究 未来社53
参 考 文 献 吉野裕 風土記 平凡社53
滋賀県甲賀郡教育会 甲賀郡志 上,下 名著01版 倉林正次 口:本,まつ りと年中行事事典 桜蝦社58
46 神代研究室 編 日本 の コ ミュニテ ィ 鹿島出版会50
水口町志編集委員会 水口町志 上,下 同上3.} 松本勝邦 橿石島集落における空間構成について 明
池内順一郎 甲賀の文化財 山川尚文堂49 治大学工学部研究報告No.3654
児玉幸多監 東海道文献延絵図 第20巻 東京美術 松本勝邦 伝統的集住形態の空間特性に関する調査研
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建築実測図 旅籠町 別所家 立面図
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